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明治大学校友会福岡市地域支部事務局 

〒810-0004 福岡市中央区渡辺通4-1-2 
セントラルホテルフクオカ内 
TEL 092-712-1212 
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福岡市地域支部だより 
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2015年はラグビーW杯で日本代表が大

活躍したのが記憶に新しいと思います。

次の2019年日本大会では、現役の明大

ラグビー部員が日本代表に選出される

可能性も十分にあり、これからの活躍も

楽しみです。そのラグビー部ですが今季

は中村主将を中心に松橋、田村や梶村

などFW・BKのバランスも非常に良くデ

ィフェンスにも定評があるチームに仕上

がってきています。目指すは19季ぶりの

大学選手権優勝です。
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株式会社 ホンダパーツ西南

取締役会長 佐々木 義宣（昭和３７年文学部卒・柔道部OB）
本社 〒816－0092 福岡県福岡市博多区東那珂3－2－12

Hondaの部品・用品の卸・販売会社

営業所 福岡・北九州・大分・佐賀・香川・徳島・愛媛・高知
TEL 092-433-0433

謹んで初春のご挨拶を申し上

げます。

校友の皆様におかれましては

健やかに新春をお迎えのことと

お慶び申し上げます。

旧年中は母校明治大学ならび

に校友会、福岡県支部、福岡市

地域支部の活動にご理解とご

支援を賜り厚く御礼申し上げ

ます。本年も変わらぬご厚情を賜ります様心よりお

願い申し上げます。昨年も明治大学校友の皆様と素

敵な出会いと数々の楽しいお付き合いをいただきま

した。福岡市地域支部新年交礼会、福岡県支部総会、

韓国・台湾の校友との阿蘇・原鶴旅行、代議員総会

懇親会、全国校友滋賀大会、福岡市地域支部総会、

そして父母会と現役学生との交流会等々楽しい会合

ばかりでありました。その他にも駿台ゴルフ会、福

岡東京六大学OB会ゴルフ会も開催されました。こ

れも福岡市地域支部の活動を親身になって支えてい

ただいた先輩の皆様、そして後輩の皆様のお力だと

感謝申し上げます。また校友会活動に会費という形

でご協力いただくことにも重ねて感謝申し上げま

す。

校友会向殿会長は「明治は一つ」と言われますが、

この事は福岡県によくあてはまると思います。県内

のそれぞれの地域支部との強い連繋、県支部総会の

盛会、父母会OBの方々の「卒紫会」との交流、そ

して韓国・台湾の校友を県内地域支部でのおもてな

しをしている事ではないでしょうか。

11月28日東京で行われた福岡県父母会と学生と

の交流会は学生16名・父母10名と佐々木県支部長

が参加しました。初顔合わせでも同郷の誼で直ぐに

支部長ご挨拶

打ち解け旧知の間柄のように楽しい会話が弾む会に

なりました。当日参加の学生さんから「福岡の企業

に内定をいただきました。卒業後は福岡の校友会に

参加しますので、是非一緒に活動させて下さい」

「明治大学に勤務する上で、大変有意義な時間を過

ごす事ができ感謝しております」とのお礼のメール

を頂きました。今年の福岡市地域支部総会は8月に

開催予定であります。帰省中の学生諸君に出席して

いただき、校友会活動を早くから理解していただけ

ればと考えております。

明治大学は9年連続で受験者数が10万人を超える

人気大学になりました。しかし残念な事に在校生は

関東周辺に多く、地方・福岡県の出身者が少なく

なっています。福岡からもっと多くの学生に行って

もらいたいものです。大学・校友会は地方出身者の

為に奨学金制度を設置いただいていますが、我々福

岡のOB・校友会も何らかの援助を考えて行きたい

と考えております。

校友会の目的は母校への協賛、校友間の親睦、そ

して地域社会に貢献することであります。我々OB

が地域にお役にたつことで明治大学の評価が上がり

ます。明治大学の力、校友の力を何らかの形で地域

に貢献できないかを校友の皆さんと考え実行して行

きたいと思っています。福岡市地域支部・福岡県支

部の更なる発展の為に事務局の充実やサポーター募

金等を考えておりますので、更なるご協力を重ねて

お願い致します。

平成28年も明治大学ならびに校友会が益々発展し

ますことと、校友の皆様におかれましても更なる飛

躍、発展され、そして健やかにお過ごしいたきます

事を心より祈念申し上げまして、年頭のご挨拶とさ

せていただきます。

福岡市地域支部
支部長　矢谷　学
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福岡市東区多の津４丁目８－１
TEL （０９２）６１１－４４２３

（昭和４１年　法学部卒）

明宅会

イースタン産業（株）
代表取締役　野口 順四郎

〒810-0801
福岡市博多区中洲4-1-24
TEL 092-291-0325

（昭和41年　政経学部卒）

作  野  士  郎
（タイ国名：ピンヨー ワッドヤム）

平成27年明治大学校友会 福岡市地域支部総会

明治大学校友会福

岡市地域支部は、9

月26日（土）セント

ラルホテルフクオカ

にて、平成27年同支

部総会・懇親会を開

催しました。当日は福岡市地域支部所属の校友だけ

でなく、福岡県父母会や大牟田、久留米、小倉、八

幡の各地域支部からの来賓など、約100名がご参加

されました。

鈴木幹事長の開会

挨拶の後、矢谷支部

長から支部長挨拶、

鈴木幹事長から活動

報告・事業計画の報

告、佐藤幹事から会

計・監査報告、予算案の報告がありました。

総会に引き続き開催された懇親会では、住所の地

区別ごとのテーブルで卓を囲む新たな取り組みが行

われました。幅広い年代の校友が同じテーブルを囲

むなかで、住んでいるところが近いという親近感も

あり、とても話しやすい環境となりました。

逸見校友司会による校友の握手・来賓紹介の後、

佐々木福岡県支部長からの来賓代表挨拶ののち、

絹笠福岡県名誉支部長の乾杯にて懇親会がスタート

しました。

懇親会では、鈴木幹事長からの駿台ゴルフ、六大学

ゴルフの案内、PR

タイム、新人校友紹介

と続き、恒例のアト

ラクションタイムと

なりました。

今回のアトラク

ションタイムでは、古森校友発案の「ひっぱりゲー

ム」で世代を超えた明治大学校友会らしい校友同士

の交流を楽しむことができました。この懇親会で初

めて顔を合わせた校友も、学生時代からの旧知の友

も、社長さんも新人くんも、みんなが「ひっぱり」

に一丸となって楽しいひとときを過ごすことができ

ました。「ひっぱり」サイコー！

その後も多くの校友の皆さんでの歓談を楽しんだ

あと、津島校友のリードのもと、校歌斉唱、エール

三唱を行い、福岡市支部総会・懇親会は散会となり

ました。

ご多忙のなか、ご参加いただきましたご来賓の

方々、並びに校友の皆様、大変お疲れ様でした。あ

りがとうございました。　（H10営卒宮原誠一郎）

佐々木県支部長のご挨拶

矢谷福岡市地域支部長のご挨拶

新人校友PRタイム

参加者全員による校歌斉唱
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福岡県学生交流会 開催福岡県学生交流会 開催

神田神保町のランチョンで福岡県学生交流会を開

催しました。

校友会からは、佐々木福岡県支部長・矢谷福岡市

地域支部長にも出席していいだきました。当日は、

学生・父母26名の参加でした。

福岡県父母会としては、初めての学生交流会でし

たが、参加学生の就活・ゼミ等学生生活の情報共有

の場となればと思います。来年も同時期開催予定で

す。

（報告　運営委員　荒木葉子）

明治大学父母交流会 開催明治大学父母交流会 開催

第11回「明治大学父母交流会」が、11月29日

（日）に、首都圏（東京の一部・神奈川）、甲信、東

海、近畿、中国、四国、九州の34地区父母会を対象

として、駿河台キャンパスで開催されました。

どなたでも気軽に参加出来る、父母たちの手によ

る家族のための交流会ですが、福岡県父母会からは、

役員10名が応援役員として参加しました。

朝8時30分に集合、全体打ち合わせの後、福岡県

父 母 会 は 、 リ バ

ティホール担当係

として佐賀県父母

会・長崎県父母会

と と も に ニ ュ ー

ウェーブ、ビッグ

サウンズ、北之台

雅楽アンサンブル

の出演時間の微調

整・会場内での案

内誘導・会場セッ

ティング・入場状

況等の連絡対応を

するとともに、空

き時間には各行事に参加しました。

子供が明治大学に進学した、その縁だけで繋がっ

ている父母会ですが、父母交流会に参加して多くの

父母会の仲間と知り合い、明治の絆がひろがりまし

た。

今後とも、「明治の絆」を広げて行きたいと思い

ました。

（報告　運営委員　荒木葉子）

福岡市南区柏原4丁目39-34

TEL092-566-5111

花畑ゴルフセンター
ゴルフの総合練習場

代表取締役社長　光安　力
（昭和48年　政治経済学部卒）

福岡市地域支部の
ご発展を祈念いたします。

株式会社善設計事務所
（昭和50年 工学部建築学科卒）
代表取締役社長　善　敏治
福岡市南区大橋1-18-24-202

緒方会長と役員さんによる記念撮影

父母交流会会場内の様子

佐々木県支部長と記念撮影 矢谷福岡市地域支部長のご挨拶 佐々木県支部長のご挨拶 交流会の様子
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本社 本社・工場

http：www.orec-jp.com

本　社：〒834-0195　福岡県八女郡広川町日吉548-22
　　　  TEL 0943-32-5002㈹　FAX  0943-32-6551
営業所：仙台・関東（埼玉）・長野・名古屋・岡山・福岡・鹿児島・シアトル

代表取締役社長 今村 健二 （昭和51年・工学部卒）

クオリティー極めて、日本から世界へ、未来へ。
地球とお客様に喜ばれる製品づくり。
　　  私たちは、明るい未来創りに貢献します。

乗用草刈機・ラビットモアー乗用草刈機・ラビットモアー乗用草刈機・ラビットモアー

全国大会報告

全国校友滋賀大会は9月5日・6日に「大津プリン
スホテル」で開催されました。

5日に支部長・地域支部長・本部員懇談会が開催
され、向殿校友会会長の校友会についての講演があ
り、前夜祭は琵琶湖上「ビアンカ」「ミシガン」の
船上で開催されました。バンド演奏や校友会の為の
「花火」が打ち上げられるなどの「おもてなし」を
受けました。6日は雨が降り琵琶湖が霞んで見える
なか、記念式典が行われ滋賀県知事、大津市長にも
ご出席をいただきました。式典後、福宮学長の「明
治大学の現状」の講演、太田長浜歴史博物館館長の
「日本の歴史を変革した信長・秀吉」の記念講演が
ありました。懇親会は、自慢の近江牛が十分に準備
され、たっぷり堪能しました。7日はエクスカー

ション「近江八幡・安土
方面の旅」に参加しまし
た。

今回の全国大会には
56支部の全ての支部か
ら登録があり、県外から
の参加者が1,100名にな
る盛会でありました。滋賀県支部の校友数は654名
と多くはないが近畿地区の5府県支部が大会支援委
員会を組織するなどの協力で大会が無事に開催され
たのはまさしく「明治は一つ」の表れだと感じまし
た。全国大会は2016年の鳥取、そして沖縄・石
川・千葉・香川と予定されていますので皆様方も是
非ご参加下さい。

平成会ビアガーデン 開催平成会ビアガーデン 開催

2015年7月25日（土）に福
ビルしばふビアガーデンにて
毎年恒例の平成会ビアガーデ
ンを開催しました♪♪

一次会のビアガーデンには
31名の平成会メンバー（初参
加9名）にご参加頂きまし
た！！

テントの下でとても快適♪
逸見先輩もご満悦です（笑）
初参加の方も開始早々すぐに
馴染んでくれました（＾＾）

熊本県支部平成会長も参戦
してくれました！！

ビアガーデンの後はもちろ
ん二次会。二次会から参戦の
メンバーも合流し、33名で盛

り上がりました♪♪なぜか、
即興で髭ダンス（笑）横浜か
ら駆けつけてくれた本山先輩
も髭ダンスにチャレンジ！！

二次会最後はみんなで記念
撮影♪♪

三次会はカラオケに突
入！！最後はもちろん明治大
学校歌で締めました♪♪

この後、さらに韓国料理、
締めのラーメンも食べに行っ
たそうです（笑）

今年もたくさんの平成会メ
ンバーにご参加頂きました。
ご参加頂きました皆さん、誠
に有難うございました！！

（H14商卒　八尋慶太）

懇親会福岡コーナーでのみなさん



から復帰したばかりの中隈先輩でした。次回ですが、

来年の5月か6月に小郡カントリークラブで行われま

す。佐々木支部長も危惧されておりましたが、参加

者が年々減ってきております。非常に残念なことで

す。ゴルフは世代、性別を超えて楽しめる競技です。

そこでしかできないコミュニケーションもたくさん

あります。校友の皆様、是非積極的なご参加宜しく

お願い申し上げます。最後になりますが、各支部様

からの協賛品ありがとうございました。おかげで参

加者すべてに立派な景品が行き届きました。参加者

の皆様は自宅に帰っても家族に良い顔ができたと思

います（自分）。佐々木支部長におかれましては、

個人的にも協賛して頂き誠にありがとうございまし

た。また、一緒にこのコンペの準備を手伝って頂き

ました衛藤先輩に心から感謝申し上げます。

（H13商卒　八田昭彦）
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中小企業診断士　佐藤　洋
（昭和52年　商学部卒）

〒811-3101 福岡県古賀市天神6丁目4番3号

TEL 092-943-6608

E-mail：sato1953＠r4.dion.ne.jp

経済産業省認定 経営革新等支援機関

佐藤診断士事務所

〒810-0042
福岡市中央区赤坂1-16-13 上の橋ビル3階
TEL ０９２－７１１－１８２２
FAX ０９２－７５２－１２８７

（昭和５９年　法学部卒）

弁護士法人 あずま綜合法律事務所

東　拓治弁護士

第62回駿台ゴルフ会第62回駿台ゴルフ会

10月22日（木）、雲一つない快晴の秋空のもと、

第62回駿台ゴルフ会が福岡国際カントリークラブ七

又コースにて開催されました。参加人数は少し寂し

い15名でしたが、常日頃練習されていた巧みな

ショットが存分に発揮され（？）、白熱したゴルフ

コンペとなりました。特に佐々木支部長におかれま

しては、前半のハーフ休憩中に2バーディーをすで

に獲られたと聞き、まさに圧巻でした。成績につい

ては後で紹介しますが、開催コースの福岡国際カン

トリークラブは七又コース・中山コースと2つあり、

1980年から1999年の20年間毎年ヤクルトレ

ディーストーナメントが行われていた名門コースで

す。私は初ラウンドのコースで全般的に両サイド狭

く、アップダウンがしっかりあり、要所にしっかり

池が効いている難コースと感じました。この日はコ

ンペシーズンということもあり平日なのに78組入っ

ているとのことをキャデイーさんからお聞きしまし

た。このゴルファー減少時代なのに感心です。一緒

に楽しくラウンドさせて頂きました高松先輩、佐多

先輩お世話になりました。何とこの両名が、優勝・

高松先輩、準優勝・佐多先輩という結果になりまし

た。同組から優勝・準優勝になったこと非常に嬉し

く思います。自分もがんばったのですが、6位でし

た・・・・。次回またしっかり練習をして頑張りま

す。ベスグロ賞は82で佐多先輩、BB賞は肘の故障 参加者全員で記念撮影
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“ある詩人の挽歌”“ある詩人の挽歌”

9月26日に行われた福岡市地域支部総会で、西嶋

宏冶校友（S32文卒）からある新聞記事をいただい

た。内容は明治大学校歌の詩を書いた児玉花外翁に

ついて書かれた文章。私達は明治大学校歌の作曲者

の山田耕作は、音楽の教科書などにも載っているの

でよく知っているが、作詞の児玉花外については名

前を知っている程度でその実像はほとんど知らな

い。頂いたその記事には、写真と共にその人柄や生

き様が語られており、児玉花外翁をより理解する内

容だったのでここに紹介します。改めて、わが母校

の校歌に一段の誇りを感じるものです。

なお、西嶋校友は昭和32年

大学卒業後、航空自衛隊に入隊

されて約30年間戦闘機のパイ

ロットをしてこられた。もとも

と歴史が好きで教師をめざし文

学部に入学されたが、大変就職

が厳しい頃で自衛隊にはいら

れ、最終的には教官の勤務を経て一等空佐（大佐）

として定年退職、文学部からパイロットという異色

の経歴を持っておられる校友です。そして定年退職

後15年間東福岡高校に勤務されている。

この「隊友」というのは、自衛隊退職者向けの新

聞で、その中に「ある詩人の挽歌」というタイトル

で児玉花外翁紹介された。筆者の依田信夫氏は陸

自・海自のOBで、随筆家・文筆家として日本作家

クラブ会員である。なおこの記事については、隊友

新聞及び依田信夫氏の了解を得て紹介しているもの

です。

（S52法卒　本田博志）
紙面の関係上見辛い場合は、校友会HPのバックナンバーでも見られます。

http://www.meidai-fukuoka.jp/chiki/kaze_back/
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代表取締役
松 山 孝 義
（昭和60年　法学部卒）

〒810-0011　福岡市中央区高砂2-24-23

 TEL 092-533-0001（代表）

代表取締役　藤瀬　浩幸
（昭和60年　経営学部卒）

〒810-0001 福岡市中央区天神5丁目5番5-1号

TEL092-721-5155

藤榮電氣工事株式会社

平成27（2015）年度台湾支部総会の参加と台湾観光
平成27年11月7日（土）から10日（火）の3泊4日の行

程で、自身2年ぶりの台湾を訪れた。今回は、明治大学校
友のJTB九州満木さんのお世話で快適な台湾支部総会旅
行となった。

福岡空港からは11名が2便に分けて出発し、成田空港
から飛ぶ菊地さん（埼玉県在住、前福岡地域支部）と台
北桃園空港で合流する、総勢12名のツアーとなった。

福岡空港では前夜までヤフオクドームで世界野球プレ
ミア12の強化試合を“侍ジャパン”と戦ったプエルトリ
コの選手一行が手荷物検査の列に並んでいて、その彼ら
と共に台北桃園空港へ向け飛び立った。

無事到着した台北桃園空港では、JTB台湾の王培剛
（オウバイコウ）ガイドが待ち受けてくれていた。王氏は
偶然にも明治大学OBだとのこと。

ホテルにチェックインしたのち、台湾支部総会が行わ
れる典華飯店（大直旗艦点）に赴いた。典華飯店は台北
市中山区にあり、MRT剣南路駅近くにあって1階から7階
まで全部宴会場というところだった。

午後5時より台湾支部総会が始まり、頼志明（ライシメ
イ）支部長から開会の挨拶が行われた。次に議事進行へ
移り、2014年度事業報告・収支報告、2015年度収支予
算書（案）・事業計画が諮られ、速やかに議了された。

次に、明治大学本部から出席された間宮勇法学部長と
校友会の岩田守弘副会長が来賓としての祝辞を述べられ
た。総会の議事は滞りなく進行し、無事閉会となった。

引き続き懇親会に移り、頼台湾支部長の開会の辞で、
“友遠方より来る。また楽しからずや”と述べられ、歓待
のダメ押し感覚で懇親会は進行された。

今回台湾支部総会に出席した福岡県支部の面々は、絹
笠名誉支部長初め、佐々木支部長、勢小倉支部長、金森
大牟田支部長、今村久留米支部長など、総勢28名であっ
た。他に日本から参加した方々は、間宮勇法学部長と校
友会の岩田守弘副会長、宮城県支部3名、福島県支部6名、
埼玉県東部支部1名、東京都南部支部4名、神奈川県西部
支部1名、滋賀県支部1名、熊本県支部2名、駿台会計人
倶楽部17名、連合父母会3名である。それと、台湾支部
は約80名にものぼる出席で盛大な懇親会であった。

驚いたのは、
全出席者一人一
人の紹介が司会
者より行われた
こと、スペシャ
ル抽選会で当選
景品の他に現金
を渡されていた
こと（違法でない）である。声量あるソプラノ歌手の声
楽、日本舞踊、カラオケ大会の催しが行われ、明大節と
校歌斉唱で締めくくられた。

2日目からは、台湾観光を満喫することになった。台北
近郊の北海岸方向に行き、まず野柳海岸自然公園を観光
した。ここは海岸に造った自然の石彫芸術の展示会場と
言える。王ガイドの説明によると、近い将来、キノコの
ように下方が細い箇所は侵食されて倒壊することになる
だろうと。只々見事な風景にうっとりしてしまった。

この日は強行スケジュールで早めの朝8時にホテルを出
発していた。次の目的地へ駐車場を出ようとすると、日
曜日のためか公園駐車場に入るバスや乗用車が長蛇の列
をなし渋滞していた。大正解のホテル出発時間だったな
とつくづく思った。

次の基隆市内高台にある基隆中世公園からは、基隆市
街地を一望できた。ここの基隆港は日本が統治していた
台湾から日本人が母国へ出奔した港である。

次に訪れたのは、台湾観光の定番である九份で、こち
らも多くの観光客で人ごみを掻き分け前に進む状況で
あった。ここ九份で昼食を摂り、出発時間まで眺めの良
い茶店でTeaTimeの優雅なひと時を過した。

その後台北へ戻り、台湾新幹線に乗り左營（高雄）駅
へ向かった。台湾新幹線は日本の新幹線700系で、なん
の違和感もない乗り心地であった。ここで余談、正式名
称は“台湾高速鉄道”（略して高鉄）と言うが、日本人に
対してだけは“新幹線”と分かりやすく紹介しているそ
うだ。

高雄のホテルにチェックインし、夕食会場に移動する
と一人の女性が現れた。1992年経営学部卒の明大OBで

総会終了後、福岡校友全員で



ある。名を“李文君”と
いい、学生時代よく男性
と間違えられたとか。昨
日の台湾支部総会に出席
し、我々が高雄へ行くこ
とを聞いて駆けつけてく
れたのである。

またこの場で、佐々木支部長から報告されたことがあ
る。清水先輩と奥様がこの旅行に参加されていたのだが、
今年金婚式を迎えられ記念の旅行として奥様が同行され
ていたのである。全員心を尽くし乾杯して祝した。言う
なれば飲む口実ができ、大いに飲んだということである。
3日目の高雄市観光は、まず寿山公園に行き、それから、

昨夜夕食時に訪れてくれた李文君校友が勤めている茶店
（食事も可）というか日本の工場で造ったお菓子を販売す
る、新装の店に立ち寄った。この店には10人ほどの従業
員がいて、李さんがマネージャーとして統括しているそ
うだ。2種類の美味しいケーキとコーヒーを全員にご馳走
してくれた。名刺には文藻外語大学　日本語文系兼任老
師の肩書きもあり、近々久留米市に出張するそうで、活
発に活躍している校友だった。

次に高雄の観光名所の龍
虎塔を訪れた後、台北に新
幹線で戻ったが、僅か1時
間半の乗車中は、言わずも
がな昼寝タイムとなった。

4日目の最終日は、台北
市おきまりの観光コース、
忠烈祠の衛兵交代式観覧と故宮博物館を訪れた。

故宮博物館は、蒋介石が台湾に移った際に、65万点を
中国から持ち込んでおり、その後次第に増えて現在は70
万点の収蔵品を有する世界3大博物館である。日本の観光
地・商業地における中国人の爆買いをよく目にするが、
故宮博物館の土産物店では、日本人がカゴ満杯の爆買い
をしていたのが印象に残った。

総ての観光が終り、桃園国際空港に向かい、出発ロ
ビーのビルに入ったが、誰一人残りの台湾元を両替せず、
また来年のためにストックしておくんだとか。

今回もまた、つくづく明大OBで良かったと思える台湾
支部総会旅行であった。

（S52政経卒　城戸武文）
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代表取締役社長　川島　英広
（昭和61年　政経卒）

（本店）福岡市博多区博多駅東2丁目7-27

TEL092-411-8000

大小宴会承ります

南の会新会長挨拶

この度、「明大南の会」の会長

に就任しました48年政経卒の

光安力です。

この会は、今は亡き神永先輩

の呼びかけで発足したもので、

会員は福岡市南部地域だけでな

く、都市圏内外、遠くは飯塚、

大牟田に及んでいます。

その神永会長から昨年11月「次は君がやってくれ」

と言われ、「若い私がどうして・・・」と固辞して

おりましたが、3ヶ月後突然のご逝去。最後の命令

と受け止め、引き受けさせていただきました。ここ

に改めて神永先輩の明大校友会に対するご貢献とご

活躍に敬意と感謝を表する次第です。「明大南の会」

は親会として「えくぼ会」（会長：清水先輩）があり、

年数回の懇親会が催されています。両会とも参加

メンバー、会場共ほぼ同じです。又、東と西にも同様

の会がありますので、横のつながりを大切にし、

更に交流を深めたいと思っています。どうぞよろしく

お願いします。　　　　（S48政経卒　光安力）

第12回南の会開催日のお知らせ
日時：平成28年3月5日（土曜日）午後6時から
場所：西鉄大牟田駅西口徒歩1分　「田すずめ」
会費：4000円
お問い合わせ先：南の会事務局　鈴木弘幸（56年政経卒）
TEL.090-8668-7859
hs@hakatacoffeekb.com までお願いします。

李文君校友の店の中で 高雄の龍虎唐の前で
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代表取締役社長　吉田 元彦
（平成2年 政経学部卒）

〒833-0041 福岡県筑後市大字和泉612

TEL 0942(53)2229　http://nishiyoshida.jp/

〒838-1514　福岡県朝倉市杷木久喜宮1840

原鶴温泉
TEL 0946（62）1047　　FAX 0946（62）1992

創業明治二十六年 本格麦焼酎

西吉田酒造株式会社
福岡の地焼酎

東の会 開催東の会 開催

東の会が11月14日、「うなぎ処柳川屋博多駅前店」で
行われました。開始時間のかなり前より乾杯の練習が進
んでおられ、盛り上がるのに時間はかかりません。

例年より暖かい日和とはい
え、会場は熱気に満ちて汗
ばむほどでした。

矢谷先輩のご挨拶に始ま
り、諸先輩方・校友の近況
報告へと続き、美味しい料
理とお酒で皆様笑顔が絶え

ず、終会まであっという間
でした。

十数年ぶりの参加で緊張
して暖簾をくぐったのです
が、皆様暖かく接して下さ
り感激しました。次回はご
近所の広津先輩をお誘いし

て参加させて頂こうと思っています。
古森校友、幹事お疲れさまでした。

（S61文卒　石井克己）

11月7日室見川を望む料亭三四郎にて、記念すべき10
回目の西の会が開かれました。

はじめに井手安美会長（S31工卒）より明治大学に関
わる各種記事の紹介をしていただき、現役生・卒業生の
活躍や、高校生からの人気増について、皆で把握し、喜
び合いました。

その後は安永富士男先輩（S30商卒）の乾杯で宴が始
まり、美味しい食事を頂きながら皆で談笑。終始賑やか
な会食となり、あっという間に2時間以上が経過していま
した。

終盤に差し掛かり平成会メンバーよりスピーチをさせ
ていただき（八尋慶太会長H14商卒・片岸誠先輩H14農
卒・私）、先輩方より激励をしていただきました。
最後は先輩後輩みんなで肩を組み、校歌を歌いました。
今回はS30年卒〜H19年卒まで参加者がいましたが、

親子（孫子？）ほど世代が離れているのに、会話のはず
む楽しい会でした。優しい先輩方に囲まれた西の会、第
10回も明るく楽しい会となりました。また皆さんと肩を
組んで一丸となれるのが楽しみです。

（H19法卒小杉晴洋）

第10回西の会 開催第10回西の会 開催

参加者全員で乾杯

締めの校歌斉唱

井手会長による開会ご挨拶 安永校友による乾杯のご挨拶 片岸校友自己紹介 参加者全員で校歌斉唱

明治大学本校近況報告 参加者全員で乾杯 小杉校友自己紹介 片岸校友によるエール三唱
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楠田法律事務所
福岡県弁護士会所属

〒810-0004 福岡市中央区渡辺通3－6－15 NOF天神南ビル8階

（天神バスセンターより徒歩5分）

TEL 092－741－2833　http://www.kusuda-law.jp

【取扱業務】

法人顧問業務 ● 交通事故 ● 相続・遺言 ● その他民事事件

弁護士
（平成3年 法学部卒）

楠田　宏
弁護士　高松　康祐
（昭和63年　法学部卒）

〒810-0023 福岡県福岡市中央区警固1丁目12番11号

アーバンスクエア警固6階

TEL092-781-4148

第19回東京六大学福岡校友会OB・OGゴルフコンペ第19回東京六大学福岡校友会OB・OGゴルフコンペ

11月7日土曜日あいにくの曇り空のもと第19回東

京六大学福岡校友会OB・OGゴルフコンペが開催

されました。今回の開催地は名門「古賀ゴルフ・ク

ラブ」であり総勢95名も参加する盛大な大会となり

ました。

予報では雨だったのですがなんとか天気も持ち、

その上、開催地はゴルファーならば一度はプレーし

てみたい古賀ゴルフ・クラブ。いやがうえにも、期

待が高まり練習場で入念に練習していざ本番。ゴル

フを本格的に初めて半年の私であってももしかした

らという期待は1番ホールから打ち砕かれました。

砲台グリーンの周りにはバンカーだらけ。松林の壁。

極めつけは16番ホールにある深いバンカーで、私も

何度打ってもボールが出ずに心が折れかけました。

しかし、今回は大学ごとに組が作られましたので

先輩方の励ましのおかげで無事にプレーを終えるこ

とができました。日頃は中々お話ができないような

方ともすぐに仲良くなり、非常に楽しい時間を過ご

すことができるところがゴルフの非常に良いところ

だと思います。

懇親会はホテルオークラで行われました。懇親会

会場では明治は端のテーブルであったのですが、

そんなこと関係なく明治の先輩方は存在感を発揮し

ていました。明治大学の参加人数は17名と慶應義塾

大学、東京大学に次いで3番目の参加人数でしたが、

それでも存在感を発揮できるのは明治大学の良いと

ころであり、誇れるところであると思います。

さて今回の順位なのですが

優勝慶應義塾大学、2位明治大学、3位法政大学、

4位東京大学、5位早稲田大学、6位立教大学という

結果でした。我らが明治大学は惜しくも準優勝という

結果に終わりました。個人成績では4位高松先輩

（S63年卒）6位松本先輩（S56年卒）と好成績を

残されました。

来年は東京大学が幹事校であり、コースはザ・

クラシックゴルフ倶楽部で行われることが決まって

おります。

今年の悔しさをバネに来年は必ず優勝したいと思

います。私も来年こそは戦力になるようにみっちり

練習していきます。優勝する為には参加者が多い方

が有利なので今年以上の参加者で優勝を目指しま

しょう。　　　　　　（H27政経卒　安心院将平）

矢谷支部長・鈴木幹事長・参加者による記念撮影

女賀校友・松本校友、慶應大学校友と共に 鈴木幹事長・女賀校友・安心院校友受付の様子

参加者全員での校歌斉唱・エール三唱
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（明大割引ございますので 申し出ください）

明大校友会 御用達の店

19：00～1：00まで

平成27年度福岡市地域支部年会費入金報告　御礼とお願い
平成27年度「年会費（3,000円）」納入ありがとうご

ざいました。

下記の校友161名から年会費を納入頂いております。

また、今年度、55名の個人法人から合計285,000円の支

部サポーター募金を頂いております。紙面をお借りして、御

礼を申し上げます。

まだお手続きがお済みでない校友がいらっしゃいますの

で、今回も、平成27年度の地域支部年会費「振込用紙（郵便

局）」を金額未記入で同封させて頂いております。3,000円よ

り多くの金額を頂けましたら、支部サポーター募金として、

支部の活性化に役立てたいと思っております。お振り込みを

お願いいたします。平成28年1月15日（金）の福岡市地域支

部新年交礼会、懇親会受付でも納入頂けます。

福岡県支部は本校からの助成金等で運営されております

が、福岡市地域支部は、校友の年会費で経常費を賄い運営

されております。

矢谷支部長の下で一層の地域支部活性化を目指し、新幹事

一同支部活動に邁進しております。

皆様の周囲にひとりでも多くの方に参加頂きますよう、是

非一言声かけていただき校友会参加、年会費納入を勧めて頂

きたく、この紙面を借りてお願いいたします。皆様のご理解

とご協力をよろしくお願い致します。

＜お願い＞

年会費振込用紙へのお名前の記載について、入金通知が滲

んでお名前が読みづらいことがございます。お手数をお掛け

しますが楷書で記入いただきますよう、宜しくお願い致しま

す。また、会費の集計とお名前の記載には万全の注意を払っ

ておりますが、漏れや誤記がございましたらご面倒ですが事

務局まで連絡をお願い致します。

納入者一覧（敬称略、順不同）　※平成27年11月26日（事務局に振込連絡）現在

横 山 秀 司

高 原 　 眞

増 井 敦 章

山 田 記 義

藤 田 行 臣

佐 藤 　 洋

高 村 和 久

野 田 武 雄

長 井 賢 祐

伊 藤 萌 桂

山 崎 重 喜

東 　 秀 年

中 倉 淳 一

姫 地 徳 子

二 木 清 彦

田 中 久 也

鐘ヶ江　哲　也

中 村 衛 助

木 村 和 彦

中 垣 貴 文

香 月 建 志

香 月 徳 子

土 井 経 世

大 内 正 史

田 中 邦 穂

木 曽 厚 三

立 石 　 傳

関 　 順 治

小 柳 平 八 郎

山 口 　 勝

花 房 氏 一

吉 田 進 一

田 中 幸 穂

鈴 木 重 幸

佐々木　義　宣

善 　 敏 治

矢 谷 　 学

三 角 勝 信

鷺 山 陽 一

中 野 　 正

安 武 良 祐

岡 田 　 勲

伊 藤 文 武

正 木 泰 造

徳 田 昭 實

瀬 戸 敏 郎

金 丸 順 一

斉 藤 七 平

小 林 文 雄

山 口 春 幸

高 松 康 祐

井 手 　 健

後 藤 謙 一

小 松 和 夫

橘 薗 　 一

関 　 壽 一

西 村 昭 郎

占 部 一 雄

松 山 孝 義

溝 口 正 憲

渡　辺　貫一郎

松 尾 洋 爾

金 成 勝 雄

山 岡 博 幸

宮 山 和 久

牧 原 陽 一

小 川 弘 毅

今久留主 邦　明

清 水 保 一

岡 本 　 彰

古 賀 伸 武

鳥 巣 尚 吉

岩 崎 明 弘

西 嶋 宏 治

王 丸 傑 元

城 戸 武 文

黒 川 正 道

古 澤 英 治

松 本 優 三

立 木 法 之

大 塚 博 暉

川 原 　 均

田　中　裕一郎

吉 田 哲 啓

原　　　弘二郎

小　野　健太郎

高 山 展 誉

島 内 　 護

安 倍 榮 一

中 島 孝 芳

藤 田 一 枝

細 川 政 春

江 藤 成 人

満 木 浩 昇

佐 藤 　 剛

貞 方 道 夫

山 谷 公 基

神 野 泰 朗

立 石 　 浩

柴 田 康 平

片 岸 　 誠

伊　東　吉之助

深 見 隆 三

城 島 宏 典

馬場崎　　　彰

峯 村 映 二

白 川 俊 秀

三 井 成 隆

後 藤 隆 俊

岩 田 憲 明

中 村 淑 子

松 原 徹 男

高 柳 詔 一

髙 園 義 郷

吉 田 了 介

濱　下　猪一郎

吉 田 正 文

藤　原　宗太郎

濱小路　喜　伴

宮　原　誠一郎

徳 永 和 典

佐 多 浩 彦

緒 方 邦 章

古 賀 喜 之

日 高 　 梓

田 中 勝 美

志牟田　敏　剛

藤 瀬 浩 幸

安 部 通 明

岡 田 光 生

山 内 計 壽

本 田 順 子

花 田 　 浩

角 田 喜 弘

川 神 　 巖

井 手 安 美

大 島 正 浩

近 江 諒 介

八 尋 慶 太

古 森 則 光

小 杉 晴 洋

河　内　みなみ

鈴 木 弘 幸

高 野 礼 子

逸 見 明 正

向 　 洋 平

女 賀 信 治

安　永　富士男

山 本 裕 洋

作 野 士 郎

西 山 和 孝

昇 　 一 守

三　嶋　祐一郎

日 浅 晴 美

井　野　真寿美

吉 田 和 代

高　嶋　浩一郎

斉 藤 博 文

緒 方 弘 臣

内 田 紀 生

津 田 恭 宏
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陶芸家の北岡校友がエッセイ仕立ての作陶論を冊子化陶芸家の北岡校友がエッセイ仕立ての作陶論を冊子化

中央の美術団

体・日展（日本

美術展覧会）で

の数々の入賞・

入選歴をもつ陶

芸家の北岡秀雄

校友（昭和41年

政経卒）がこのほど、福岡市早良区重留のキタ陶房

で主宰している陶芸教室「キタ塾」の受講者向け会

報紙の巻頭言をまとめた「キタ通信」を刊行。また、

その巻頭言の余白に添えてきた挿絵の原画展を8月

28日から30日までの3日間、佐賀市富士町古場字古

場岳の「キタ陶房　山の小屋」で開催した。

会報紙は作陶の実技講座を補完する目的で、「キ

タ塾」の開設と同時に創刊。以来、毎月発行を続け

ている。

この度、刊行した「キタ通信」は、北岡校友が陶

芸の創作活動をする上で重要な意味を持つとする

「如何に作るか」「何を創るか」ということを受講者

に伝えるべく、技術・知識ならびに制作心象に関す

ることを北岡校友の中の一貫した考え方、何気ない

日常の中でふと気づいた事象にまぶしながら、エッ

セイ仕立てで綴った120編あまりを挿絵とともに収

めたものだ。その一つひとつは、陶芸に不案内だと

いう人の心にも響く普遍性を宿す。

原画展では、北岡校友がこれまでに水性ペンと筆

で描いてきた200点あまりの原画のうち約40点を展

示。最終日の30日には、楽器を嗜む受講者による演

奏会も行われ、北岡校友も習い始めて6年になると

いうチェロで「アリオーソ　カンタータ第156番よ

り」（J・S・バッハ）、「トッセリのセレナータ」

（E・トッセリ）、「ラルゴ」（G・F・ヘンデル）など

の楽曲の演奏を披露した。(H元年文卒　斉藤博文）

8月28～30日に挿絵の原画展を開き、チェロも演奏

「キタ陶房山の小屋」で展示された挿絵の原画

チェロの演奏を披露する北岡校友

新校友紹介新校友紹介

片
��

岸
��

誠
���

校友（H14農卒）

H14年農学部卒の片岸　誠

と申します。

出身は北九州市で福岡県立

東筑高等学校を卒業し、その後

農学部に入学、準体育会ラグビー

部MRCに入部し毎日ラグビー

のみに専念しておりました。

大学時代の勉学のモットーは効率よく単位を取得す

ることで、頭のいい友人に学食をおごっては試験前

にテキストをコピーさせてもらい、それを暗記して

おりました。

卒業後は福岡に戻り、西日本鉄道（株）（西鉄）

に入社し、12年間住宅関連の仕事をしていました。

そして、昨年5月に現職のソニー生命保険（株）に

転職をしてバリバリ営業活動を行っております。

今年から校友会に参加させていただいております

が、明治大学は最高だと思います。

これからも参加させていただきたいと思っており

ますので、よろしくお願いいたします。

最後に、校友の皆様で生命保険（個人・法人）を

ご検討の方は何かとお力になれればと思いますの

で、今後ともご指導ご鞭撻の程、よろしくお願いい

たします。
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新校友紹介新校友紹介

平成27年政治経済学部卒業

の安心院将平と申します。私は

福岡市西区の出身で大学で東京

に来るまでずっと福岡で育ちま

した。高校は西南学院高校を卒

業し、その後明治大学に入学い

たしました。

福岡にはUターン就職で戻ってきまして、佐賀銀

行の博多駅東支店で働いています。社会人1年目と

いうことで、毎日上司に厳しい指導を受けながら業

務に邁進しております。

第19回東京六大学OB対抗ゴルフ会に参加させて

いただいたのが初めての校友会活動への参加でした

が、先輩方が社会人１年目の私に親しく接してくだ

さり、大変楽しい時間を過ごすことができました。

久しぶりに校歌を歌い、母校の雰囲気を感じること

ができ、大学生に戻った気分でした。先輩方には大

変感謝しております。

まだまだ分からないことだらけの社会人1年目で

すが、これからは校友会活動に積極的に参加してい

きたいと思いますので、今後とも何卒ご指導ご鞭撻

のほどよろしくお願い致します。

安心院
� � �

将平
�����

校友（H27政経卒）

小
�

杉
��

晴
��

洋
��

校友（H19法卒）

平成19年法学部卒の小杉晴

洋です。横浜出身なのですが、

2年前より福岡で仕事しており

ます。福岡にはあまり友だち

がおらず寂しい思いをしてお

りましたが、明治大学の校友

会に入れていただき、平成会

や西の会などに参加させてもらっています。平成会

会長の八尋先輩はじめ、みなさん優しい先輩ばかり

で、明治大学の温かさを感じています。

現在弁護士になり5年目に入るところで、弁護士

法人サリュ福岡事務所の所長をしております。最初

の2年は横浜で弁護士をしておりましたが、もう福

岡の方が長くなりました。交通事故をはじめとした

損害賠償請求を主に取り扱っていますの。お困りの

ことがございましたら092-791-1783までご連絡く

ださい。渡辺通り4丁目交差点の紙与天神ビル6階に

事務所がございます。

これから福岡に骨を埋める覚悟ですので、明大出

身者として福岡で頑張らせていただきます。今後と

もよろしくお願い致します。

はじめまして。丹羽真由実

（にわまゆみ）です。この顔を見

てピンと来た方、ありがとうご

ざいます！5チャンネルをよく

ご覧いただいていますね。私は

FBS福岡放送でアナウンサーと

して働いています。今秋までは

朝の情報番組「ZIP！」を担当していました。早起き

した朝に見つけてくださった人も多いのでは？今は夕

方のニュース番組「NEWSめんたいPlus」のリポー

ターなどを担当しています。空中ブランコに挑戦した

り、三輪車3時間耐久レースを取材したりと、この仕

事も早10年目ですが体を張った仕事をしています。

まだ私を見たことがないという人も、今後テレビ画面

で見つけてもらえたら嬉しいです。

私は愛知県で生まれ育ちました。大学時代は明大

スポーツ新聞部に所属して体育会各部を取材して新

聞を作っていました。今も母校の応援をするのが最

大の楽しみです。福岡に来て3年目ですが、明治と

いう繋がりでたくさんの人と知り合うことができ本

当に嬉しいです。先日は、福岡の先輩方と台湾支部

総会に出席してきました。各地から集まった人が、

明治というだけで一つになれる。こんなに素晴らし

いことはないと思います。校友の皆さんと、これか

らも校歌を歌い続けていきたいですね。今後ともど

うぞよろしくお願い致します。

丹羽
� �

真由実
� � �

校友（H18商卒）
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活魚・炭火焼き

〒815-0033
福岡市南区大橋1丁目15-16
T E L  0 9 2（5 5 1）0 1 6 3
　　　0 1 2 0 - 0 7 0 1 6 3

明大サービスいたします

南の会会場・えくぼ会会場

TEL 092-712-1212
〒810-0004 福岡市中央区渡辺通4-1-2　セントラルホテルフクオカ内

※明治大学父母会は、明治大学マンドリン倶楽部
久留米公演・大牟田公演を応援しています

明治大学福岡県父母会

会   長
副 会 長
副 会 長
会　　計
書　　記
運営委員
　 〃 　

緒方　弘臣
川端いづみ
山田　記義
稲田　明子
佐藤　千恵
荒木　葉子
尾崎　美香

　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　

青木　澄子
頼金　俊二
伊藤　和子
原野　利美
釘崎かおる
大 石ミチル
梶原　　菊

　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
会計監査
会計監査
顧　　問

砂原　克治
大賀　直樹
黒瀬　智之
梶原由紀江
大塚　尚子
中村　英雄
鈴木　弘幸

八女・筑後の校友を巡るバスツアー開催八女・筑後の校友を巡るバスツアー開催

随分大昔に、八女の高橋商店、城島の比翼鶴酒造

など校友が営む蔵元を巡るバスツアーを行い、大好

評でした。

今回は、創業明治26年、本格麦焼酎「つくし」で

有名な西吉田酒造（社長：吉田元彦氏　H2年政経

学部卒）をメインに八女・筑後の校友を訪ねるバス

ツアーを開催します。

西吉田酒造の旧国鉄矢部線中原トンネル跡を焼酎貯

蔵庫として利用してい

る蔵：「古久蔵」（こ

きゅうぐら）は、なか

なか見学できない場所

ですが、今回「古久蔵」

から八女を廻る予定です。

新年交礼会では吉田校友のご好意に

より、僅かですが試飲用に焼酎と梅酒

をご用意致しますのでお楽しみに！

是非、校友のみならずお酒や旅好き

のご友人をお誘いの上ご参加ください。

開催日　4月2日（土）

参加費用　8,000円（昼食、お土産付）

詳細は2月中にHPにて告知　

申込みはHP、もしくは

幹事：今井／090－8297－2312まで

（H4営卒　今井葉子）

毎年 3月第1日曜は女子会の日毎年 3月第1日曜は女子会の日

ここ数年、雛祭りに合わせて「女子会」を開催し

てきました。上手く告知できず連絡できた少人数で

の開催でしたが、今後は「3月第1日曜」と開催日を

固定、場所も平尾にある「LIVING D」に固定し他

支部にも声かけして開催して行きたいと思います。

事前に福岡市支部のHPにて告知いたしますので

HPより申込み願います。（ネット環境のない方は幹

事：今井／090－8297－2312迄）

2016年度の開催は

日時　3月6日（日）　14時スタート

会費　4,000円（税込） 料理・フリードリンク付

場所　LIVING D

福岡市中央区平尾2－2－20－1F

092（406）0862

昨年3月8日、平尾のリビングDで行われた第4回

同窓会女子会に初めて参加いたしました。初めてお

会いした先輩方のパ

ワーのすごいこと！見

た目だけではなく、中

身もとにかく若い。明

治大学始まって以来の

文系生徒が建築学科を

習得した方だったり、文学部のはずなのに看護師の

資格をお持ちだったり、ピアニストであるお嬢様に

会いにイギリスに行かれたり。聞けば聞くほど感嘆

の溜息しか出ません。

健康の話にも花が咲き、やっぱり運動せないかん！

と結論がでました。皆さんイキイキとしていて、羨

ましい限り。それに比べて私は？反省しきりでした。

楽しいおしゃべりと美味しいお料理、あっという間

の3時間、また参加します。

（H4営卒　中村淑子）

全員笑顔でハイポーズ

いつも笑顔の
社長：吉田校友
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女賀　信治
（平成9年　商学部卒）

日赤通り店　福岡市南区大楠2-3-18
TEL 092-526-4585 FAX 092-526-4595

高　宮　店　福岡市南区高宮1-9-21
Tel＆Fax 092-534-6180

e-mail　mega-kusuri@fukuoka.email.ne.jp
URL　http：//www.mega-kusuri.jp/index.html

信頼と安らぎのくすりの番人

腎・糖治療中食品を取り扱っています

メガ調剤薬局

Mega Pharmacy

有限会社メガ 新年あけましておめでとうございます。
風のふくおかへのご寄稿と、広告ご協賛いただいた校友
の皆さまへ、ご協力のお礼を申し上げます。

編集委員長　石迫　弘久（平 8 文）
委　　　員　高野　礼子（平元法）

〃　　　今井　葉子（平 4 営）
〃　　　大島　正浩（平11営）
〃　　　八尋　慶太（平14商）
〃　　　櫻木　慶子（平17政経）

校友会事務局 女賀　信治（平 9 商）
編 集 顧 問　本田　博志（昭52法）

2016年 明治大学校友会 福岡市地域支部新年交礼会のご案内2016年 明治大学校友会 福岡市地域支部新年交礼会のご案内

2016年新春、恒例の福岡市地域支部新年交礼会

を平成28年1月15日（金）に開催致します。校友の

皆さまと親睦を深め、また新しい出会いの場でもご

ざいますので、どうか皆さま、名刺を多数ご持参の

うえ、ご出席くださいますようご案内申し上げます。

詳細は同封の案内チラシにて。出席・欠席を問わず、

同封のハガキでご返信をお願いします。

なお、ご案内が届いていない校友がおられました

ら、お誘い合わせの上ご出席をお願い致します。

また、福岡県支部総会は、28年5月21日土曜日開

催。場所は八仙閣で決まっています。

昨年の新年交礼会の様子フィギュアスケート銀メダリスト伊藤みどり氏による講演会

絹笠名誉支部長のご挨拶

参加者全員による校歌斉唱・エール三唱

福男・福女を決めるジャンケン大会

新人校友PRタイム

伊藤みどり氏を囲んで記念撮影


